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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次 第31期中 第32期中 第33期中 第31期 第32期

会計期間

自2018年４月

１日至2018年

９月30日

自2019年４月

１日至2019年

９月30日

自2020年４月

１日至2020年

９月30日

自2018年４月

１日至2019年

３月31日

自2019年４月

１日至2020年

３月31日

売上高 (千円) 210,998 215,919 162,613 324,459 341,017

経常利益 (千円) 44,675 46,243 9,148 3,825 7,494

中間（当期）純利益 (千円) 43,969 45,557 8,983 1,871 11,299

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

発行済株式総数 (千株) 639 639 639 639 639

純資産額 (千円) 821,015 824,474 799,200 778,917 790,216

総資産額 (千円) 1,204,037 1,183,685 1,130,385 1,159,544 1,164,104

１株当たり純資産額 (円) 1,284.34 1,289.75 1,250.22 1,218.48 1,236.16

１株当たり中間（当期）

純利益
(円) 68.78 71.27 14.05 2.92 17.68

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) － － － － －

自己資本比率 (％) 68.1 69.7 70.7 67.1 67.9

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
(千円) 42,561 39,185 △420 30,649 40,531

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
(千円) △4,537 △3,909 △15,302 △9,427 △10,248

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
(千円) △10,424 △10,654 △10,924 △21,681 △21,759

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
(千円) 119,595 116,159 73,413 91,537 100,060

従業員数

(人)

7 7 7 7 7

（外、平均臨時雇用者

数）
(55) (56) (53) (55) (53)

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

2020年9月30日現在
 

従業員数（人）  7(53)

（注）1.従業員数は就業人員数を記載しており、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当中間会計期間の平均人員を

（　）外数で記載しております。

2.当社は、ゴルフ場運営事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりま

せん。

(2）労働組合の状況

労働組合はありませんが、労使関係は円滑に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等若しくは経営上の目標の達成状況を

判断するための客観的な指標等に重要な変更はありません。

　また、新たに定めた経営方針・経営戦略等若しくは指標等はありません。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

　また、新たに生じた優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。

 

２【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績等の状況の概要

　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー(以下「経営成績等」という。)の状

況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

　当中間会計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行により厳しい状況となりまし

た。わが国経済も、輸出・生産が大きく減少したほか、インバウンド観光客の減少に加え、国内におけるイベント

や外出自粛の動きなどから景気は急速に悪化いたしました。経済活動が再開するもとで、個人消費などに持ち直し

の動きがみられるようになりましたが、企業収益は大幅な減少が続いており、厳しい状況となっています。

　ゴルフ業界はゴルフ人口の減少が進む中で、依然として低料金化が進み集客競争がますます激しくなってきてお

ります。しかしながら、新型コロナウィルス感染症の流行により、ソーシャルディスタンスを保てるスポーツとし

て、ゴルフが若者からも注目され、８月以降は入場者が拡大してまいりました。

　こうした中にあって、当クラブは、引き続き顧客満足度の向上を最重要課題とし、他社との差別化に力を注いで

まいりました。特に新型コロナウイルス感染症対策には、お客様の安全と、従業員の安全を確保すべく万全の体制

をとり、お客様の信頼を頂けるよう努力してまいりました。

　これらの結果、当中間会計期間の業績は、売上高は162,613千円（前年同期比24.7％減）、経常利益は9,148千円

（前年同期比80.2％減）、中間純利益は8,983千円（前年同期比80.3％減）となりました。

　なお、当社の売上高には季節的変動があります。ちなみに、前事業年度における売上高は341,017千円でありま

す。

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

②キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、売上債権の増加額、未払金・賞与引当

金の減少額及び固定資産取得による支出等の要因により、前中間会計期間末に比べ42,746千円減少し、当中間会計

期間末には73,413千円となりました。

 

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用したキャッシュ・フローは420千円(前年同期は39,185千円の獲得)となりました。これは主

に、税引前中間純利益9,148千円、減価償却費13,731千円があったものの、売上債権の増加額9,178千円、未払金の

減少額14,495千円等があったためであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用したキャッシュ・フローは15,302千円(前年同期は3,909千円の使用)となりました。これは

主に、固定資産の取得による支出13,863千円、保険積立金の積立による支出1,439千円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用したキャッシュ・フローは10,924千円(前年同期は10,654千円の使用)となりました。これは

リース債務の返済によるものであります。

 

③生産、受注及び販売の実績

　当社の実態に即した内容を記載するため、生産実績に代えて入場者実績を記載しております。なお、受注実績につ

きましては、該当事項はありません。

 

(1）入場者実績

当社は、ゴルフ場運営事業の単一のセグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりませ

ん。なお、当中間会計期間の入場者実績は、次のとおりであります。

区分
当中間会計期間

（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

前年同期比（％）

メンバー（人） 7,041 107.0

ビジター（人） 9,753 70.0

合計（人） 16,794 81.9

 

(2）販売実績

当社は、ゴルフ場運営事業の単一のセグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりませ

ん。なお、当中間会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

区分
当中間会計期間

（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

前年同期比（％）

プレー収入（千円） 97,657 73.8

レストラン（千円） 17,122 52.9

ショップ（千円） 11,825 81.8

年会費（千円） 13,850 97.4

その他（千円） 22,160 98.2

合計（千円） 162,613 75.3

　（注）１．前中間会計期間及び当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次の通りであります。

相手先

前中間会計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当中間会計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社ゴールドウイン 23,962 11.1 20,921 12.9

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当社の販売実績には季節的変動があります。
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(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

①重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に準拠して作成されております。

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

なお、将来に関する予想、見積り等の事項は、半期報告書提出日現在において当社が判断したものであり、先行

きに不確実性を含んでいるため、実際の結果と異なることがありますので、ご留意下さい。

②当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社の当中間会計期間の経営成績等は、次のとおりであります。

指標 計画 実績 計画比 前年同期 前年同期比

売上高 142,512千円 162,613千円 114.1% 215,919千円 75.3%

営業利益 △7,292千円 10,108千円 － 47,324千円 21.4%

経常利益 △8,436千円 9,148千円 － 46,243千円 19.8%

来場者数 14,089人 16,794人 119.2% 20,516人 81.9%

 

a.経営成績等

1)財政状態

(資産合計)

　当中間会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ、33,719千円減少し1,130,385千円となりました。

　流動資産は、前事業年度末に比べ、21,136千円減少し197,004千円となりました。これは主に現金及び預金の減

少によるものであります。

　固定資産は、前事業年度末に比べ、12,583千円減少し933,380千円となりました。これは主に有形固定資産の減

価償却によるものであります。

(負債合計)

　当中間会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べ、42,703千円減少し331,184千円となりました。

　流動負債は、前事業年度末に比べ、27,586千円減少し77,633千円となりました。これは主に、未払金の減少に

よるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べ、15,117千円減少し253,550千円となりました。これは主に、長期前受収益・

リース債務の減少によるものであります。

(純資産合計)

　当中間会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べ、8,984千円増加し799,200千円となりました。これは

主に、中間純利益によるものであります。

 

2)経営成績

(売上高)

　当中間会計期間の売上高は、前年同期に比べ、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う政府の緊急事態宣言の発

令及び外出自粛要請の影響による来場者数の減少が大きな要因となり、162,613千円(前年同期比24.7%減)となり

ました。

(営業損益)

　前年同期と比べ、売上原価は13,835千円減少しましたが、売上高が53,306千円減少した結果、営業損益は

10,108千円の利益(前年同期比78.6%減)となりました。

(経常損益)

　前年同期と比べ、営業外収益は6千円増加し、324千円となりました。営業外費用は114千円減少し、1,284千円

となりました。その結果、経常損益は9,148千円の利益(前年同期比80.2%減)となりました。

 

3)キャッシュ・フローの状況

　当社の資本の財源及び資金の流動性についてキャッシュ・フローの状況は、「(1)経営成績等の状況の概要 ②

キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。
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b.資本の財源及び資金の流動性

　当社の資金需要は、主なものとして、コース管理機械の更新、及びカートの更新などがございますが、すべて

リース契約による更新を考えており、現在の現金及び預金にて十分賄えるものと考えております。
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４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　特記すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,000,000

計 2,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）

（2020年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年12月25日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 639,250 639,250 非上場

単元株式数

50株

（注2）

計 639,250 639,250 － －

　（注）１．発行済株式のうち613,250株は、現物出資（預託金債権4,581,500千円、貸付金債権1,300,000千円、土地

（727千㎡）239,000千円）によるものであります。

２．当社の株式の譲渡または取得については、取締役会の承認を要する旨を定款に定めております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年4月1日～

2020年9月30日
－ 639,250 － 10,000 － 566,149
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（５）【大株主の状況】

  2020年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社ゴールドウイン 富山県小矢部市清沢210番地 202,550 31.7

ゴールドウイン健康保険組合 富山県小矢部市清沢210番地 4,200 0.7

ルナ薬品工業株式会社 富山県富山市水橋畠等297番地 3,300 0.5

株式会社タイヨーパッケージ 富山県立山町利田183-1 3,200 0.5

株式会社ホクタテ 富山県富山市中野新町1丁目2番10号 3,200 0.5

株式会社越路ガーデン 富山県小矢部市津沢1丁目85番地 2,950 0.5

株式会社エイゼット 富山県小矢部市小神61番地 2,800 0.4

トナミ運輸株式会社 富山県高岡市昭和町3丁目2番12号 2,600 0.4

笹嶋工業株式会社 富山県南砺市三ツ屋28 2,450 0.4

西能　徹 富山県南砺市 2,450 0.4

計 － 229,700 35.9
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2020年9月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 639,250 12,785 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 639,250 － －

総株主の議決権 － 12,785 －

 

②【自己株式等】

2020年9月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間会計期間（2020年4月1日から2020年9月30日ま

で）の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当中間会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 200,060 173,413

売掛金 9,003 18,182

たな卸資産 4,504 4,314

その他 5,460 1,906

貸倒引当金 △888 △812

流動資産合計 218,141 197,004

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 12,791 11,850

構築物（純額） 59,917 56,322

土地 233,379 233,379

コース勘定 435,570 435,570

リース資産（純額） 149,856 139,447

その他（純額） 33,523 34,447

有形固定資産合計 ※１ 925,039 ※１ 911,016

無形固定資産 128 128

投資その他の資産   

投資有価証券 10,000 10,000

その他 10,796 12,235

投資その他の資産合計 20,796 22,235

固定資産合計 945,963 933,380

資産合計 1,164,104 1,130,385

負債の部   

流動負債   

支払手形 4,163 3,236

未払金 ※２ 48,054 ※２ 22,938

リース債務 21,350 20,576

未払法人税等 328 164

賞与引当金 9,236 6,000

その他 22,086 24,717

流動負債合計 105,219 77,633

固定負債   

退職給付引当金 4,378 2,945

長期預り保証金 49,000 49,000

リース債務 144,618 134,468

長期前受収益 70,670 67,137

固定負債合計 268,668 253,550

負債合計 373,887 331,184
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当中間会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金   

資本準備金 566,149 566,149

その他資本剰余金 83,652 83,652

資本剰余金合計 649,801 649,801

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 130,415 139,399

利益剰余金合計 130,415 139,399

株主資本合計 790,216 799,200

純資産合計 790,216 799,200

負債純資産合計 1,164,104 1,130,385
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当中間会計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 215,919 162,613

売上原価 ※１ 158,932 ※１ 145,097

売上総利益 56,987 17,515

販売費及び一般管理費 9,663 7,407

営業利益 47,324 10,108

営業外収益   

受取利息 5 5

貸倒引当金戻入額 - 75

その他 312 243

営業外収益合計 318 324

営業外費用   

支払利息 1,327 1,216

その他 71 68

営業外費用合計 1,398 1,284

経常利益 46,243 9,148

税引前中間純利益 46,243 9,148

法人税、住民税及び事業税 686 164

法人税等合計 686 164

中間純利益 45,557 8,983
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自 2019年4月1日 至 2019年9月30日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 10,000 566,149 83,652 649,801 119,115 119,115 778,917 778,917

当中間期変動額         

中間純利益     45,557 45,557 45,557 45,557

当中間期変動額合計 － － － － 45,557 45,557 45,557 45,557

当中間期末残高 10,000 566,149 83,652 649,801 164,672 164,672 824,474 824,474

 

当中間会計期間（自 2020年4月1日 至 2020年9月30日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 10,000 566,149 83,652 649,801 130,415 130,415 790,216 790,216

当中間期変動額         

中間純利益     8,983 8,983 8,983 8,983

当中間期変動額合計 - - - - 8,983 8,983 8,983 8,983

当中間期末残高 10,000 566,149 83,652 649,801 139,399 139,399 799,200 799,200
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当中間会計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 46,243 9,148

減価償却費 12,624 13,731

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,563 △1,433

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,407 △3,236

貸倒引当金の増減額（△は減少） - △75

受取利息及び受取配当金 △5 △5

支払利息 1,327 1,216

売上債権の増減額（△は増加） △12,437 △9,178

たな卸資産の増減額（△は増加） △841 189

未払金の増減額（△は減少） 41 △14,495

その他 898 1,124

小計 41,878 △3,014

利息及び配当金の受取額 5 5

利息の支払額 △1,327 △1,216

法人税等の支払額 △1,372 △328

法人税等の還付額 - 4,134

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,185 △420

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,470 △13,863

保険積立金の積立による支出 △1,439 △1,439

定期預金の預入による支出 △100,000 △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,909 △15,302

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △10,654 △10,924

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,654 △10,924

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24,621 △26,646

現金及び現金同等物の期首残高 91,537 100,060

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 116,159 ※１ 73,413
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（重要な会計方針）

 

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

その他有価証券

時価のないもの

 移動平均法による原価法を採用しております。

(2) たな卸資産

商品、貯蔵品……　移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定)を採用しております。

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

少額減価償却資産……　取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、3年均等償却をしており

ます。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　10～39年

構築物　　　　　 3～45年

(2) リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しています。

 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。

 

３．引当金の計上基準

（1）貸倒引当金……　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により計上してお

り、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており

ます。

（2）賞与引当金……　従業員の賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

（3）退職給付引当金……　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金

資産の見込額に基づき当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

　①退職給付見込額の期間帰属方法

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当中間会計期間末までの期間に帰属させる方法につ

いては、給付算定式基準によっております。

　②数理計算上の差異の費用処理方法

 数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10

年)による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

 

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

 税抜方式によっております。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染拡大が年内に収束した場合でも、外出自粛による集客数の落ち込みが想定され業績が

回復するには相応の期間を要するものと予測されます。そのため、当社では、第３３期第１四半期を感染拡大の

ピークとし、第２四半期より回復傾向が見え始め、第３四半期から第４四半期にかけて回復軌道に乗るとの仮定

に基づき固定資産の減損会計等の会計上の見積りを行っております。

　なお、当該見積りに用いた仮定は、前事業年度の有価証券報告書に記載した追加情報の内容から重要な変更は

ありません。

 

EDINET提出書類

ゴールドウイン開発株式会社(E04742)

半期報告書

20/31



（中間貸借対照表関係）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（2020年3月31日）

当中間会計期間
（2020年9月30日）

1,662,837千円 1,671,406千円

 

※２ 消費税等の取扱い

　仮受消費税等は、仮払消費税等と相殺のうえ、未払金に含めて表示しております。

 

 

（中間損益計算書関係）

※１ 減価償却実施額は、次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2019年4月1日
至　2019年9月30日）

当中間会計期間
（自　2020年4月1日
至　2020年9月30日）

有形固定資産 12,624千円 13,731千円

 

 

２ 売上高の季節的変動

　当社の売上高は、冬期において降雪等による閉場日が多いため、事業年度の上半期の売上高と下半期の

売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自 2019年4月1日 至 2019年9月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

 
当事業年度期首株式

数（株）

当中間会計期間増加

株式数（株）

当中間会計期間減少

株式数（株）

当中間会計期間末株

式数（株）

発行済株式     

普通株式 639,250 － － 639,250

合計 639,250 － － 639,250

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自 2020年4月1日 至 2020年9月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

 
当事業年度期首株式

数（株）

当中間会計期間増加

株式数（株）

当中間会計期間減少

株式数（株）

当中間会計期間末株

式数（株）

発行済株式     

普通株式 639,250 － － 639,250

合計 639,250 － － 639,250

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自　2019年4月1日
至　2019年9月30日）

当中間会計期間
（自　2020年4月1日
至　2020年9月30日）

現金及び預金勘定 216,159千円 173,413千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △100,000 △100,000

現金及び現金同等物 116,159 73,413

 

（リース取引関係）

１.ファイナンス・リース取引

（借主側）

所有権移転ファイナンスリース

①リース資産の内容

主として、クラブハウス（建物）であります。

②リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①リース資産の内容

主として、芝刈機（車両運搬具）及びトラクター(車両運搬具）及びカート(車両運搬具)であります。

②リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。
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（金融商品関係）

金融商品の時価等に関する事項

　中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２.参照）。

前事業年度（2020年3月31日）

区分
貸借対照表計上額

(千円)
時価

（千円）
差額

（千円）

（１）現金及び預金

資産計

 

（１）リース債務

負債計

200,060

200,060

 

165,969

165,969

200,060

200,060

 

172,376

172,376

-

-
 

6,407

6,407

（*１）リース債務には１年内返済予定リース債務も含まれております。

（*２）上記以外の貸借対照表に計上されている金銭債権・債務については、総資産に対する重要性が乏しいた

め注記を省略しております。

 

当中間会計期間（2020年9月30日）

区分
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価

（千円）
差額

（千円）

（１）現金及び預金

資産計

 

（１）リース債務

負債計

173,413

173,413

 

155,044

155,044

173,413

173,413

 

162,682

162,682

-
-

 

7,637

7,637

（*１）リース債務には１年内返済予定リース債務も含まれております。

（*２）上記以外の中間貸借対照表に計上されている金銭債権・債務については、総資産に対する重要性が乏し

いため注記を省略しております。

（注）１.金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資産

（１）現金及び預金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

負債

（１）リース債務

これらの時価は元利金の合計額を信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しておりま

す。

 

２.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）

区分
前事業年度

（2020年３月31日）

当中間会計期間

（2020年９月30日）

長期預り保証金 49,000 49,000

　長期預り保証金については、市場価格がなく、将来キャッシュ・フローを見積もることが出来ず、時価を把握

することが極めて困難と認められます。
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（有価証券関係）

前事業年度（2020年3月31日現在）

 

その他有価証券

　投資有価証券(貸借対照表計上額 10,000千円)については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて

困難と認められることから、記載しておりません。

 

当中間会計期間末（2020年9月30日現在）

 

その他有価証券

　投資有価証券(中間貸借対照表計上額 10,000千円)については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

 

（持分法損益等）

当社は関連会社に対する投資をしていないため、該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　2019年4月1日　至　2019年9月30日）

当社は、ゴルフ場運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2020年4月1日　至　2020年9月30日）

当社は、ゴルフ場運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社ゴールドウイン 23,962 ゴルフ場運営事業

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社ゴールドウイン 20,921 ゴルフ場運営事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 
前中間会計期間

（自　2019年4月1日
至　2019年9月30日）

当中間会計期間
（自　2020年4月1日
至　2020年9月30日）

 １株当たり中間純利益 71.27円 14.05円

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 45,557 8,983

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 45,557 8,983

普通株式の期中平均株式数（千株） 639 639

　(注)　潜在株式調整後1株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
前事業年度

（2020年3月31日）
当中間会計期間

（2020年9月30日）

 １株当たり純資産額 1,236.16円 1,250.22円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 790,216 799,200

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
790,216 799,200

1株当たり純資産額の算定に用いられた中間期

末（期末）の普通株式の数（千株）
639 639

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1)有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第32期）（自　2019年4月1日　至　2020年3月31日）2020年6月26日北陸財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 

 2020年12月25日

ゴールドウイン開発株式会社  

 取締役会　御中  

 

 E Y 新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人  

 東京事務所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石田　健一　印

 

 
 

 
   

 

中間監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

るゴールドウイン開発株式会社の2020年4月1日から2021年3月31日までの第33期事業年度の中間会計期間（2020年4月1日

から2020年9月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算

書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、ゴールドウイン開発株式会社の2020年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（2020年4月

1日から2020年9月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

 
中間監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の
基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
中間財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者
の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中
間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
 
・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見表
明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略さ
れ、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を
中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連す
る内部統制を検討する。
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・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付
ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事項に
注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して
除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい
ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎と
なる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重
要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上
 

　（※）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出
会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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